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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 192,429 6.8 31,578 △5.1 31,202 △8.7 19,197 △17.4

30年3月期第1四半期 180,214 1.6 33,268 16.0 34,167 20.7 23,231 17.2

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　20,432百万円 （△23.1％） 30年3月期第1四半期　　26,556百万円 （60.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 77.82 ―

30年3月期第1四半期 93.22 93.16

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 2,402,343 879,289 35.4

30年3月期 2,404,926 866,512 34.8

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 850,787百万円 30年3月期 837,726百万円

（注）　平成31年3月期より、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）の適用による表示方法の変更を行ったた
め、平成30年3月期の連結財政状態は当該変更を反映した遡及適用後の数値を記載しています。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 20.00 ― 20.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 790,000 3.9 110,000 4.6 107,000 3.1 70,000 5.5 285.66

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 254,281,385 株 30年3月期 254,281,385 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 8,417,591 株 30年3月期 7,262,786 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 246,689,893 株 30年3月期1Q 249,218,545 株

（注） 1　役員報酬BIP信託が所有する当社株式を自己株式数に含めています。

　　　　　　（期末自己株式数 ： 31年3月期1Q 　 387,968株 、 30年3月期　357,968株）

　　　 2　持分法適用関連会社が所有する当社株式の当社帰属分を自己株式数に含めています。

　　　　　　（期末自己株式数 ： 31年3月期1Q　1,159,711株 、 30年3月期　1,159,785株）

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に掲載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したも
のであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、今後様々な要因により予想と大きく異なる場合があります。

（決算補足説明資料の入手方法について）

決算補足説明資料はTDnetで同日開示するとともに、当社ホームページにも掲載することとしています。
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四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年3月31日) 
当第1四半期連結会計期間 

(平成30年6月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 28,836 27,072 

受取手形及び売掛金 92,619 71,132 

販売土地及び建物 116,177 123,091 

商品及び製品 2,609 2,637 

仕掛品 3,364 5,407 

原材料及び貯蔵品 4,644 4,886 

その他 42,435 42,309 

貸倒引当金 △239 △215 

流動資産合計 290,448 276,321 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 565,783 585,776 

機械装置及び運搬具（純額） 64,081 63,086 

土地 940,894 941,591 

建設仮勘定 160,931 146,016 

その他（純額） 17,840 18,543 

有形固定資産合計 1,749,531 1,755,015 

無形固定資産    

のれん 18,457 17,894 

その他 16,756 17,738 

無形固定資産合計 35,214 35,632 

投資その他の資産    

投資有価証券 285,953 287,805 

繰延税金資産 5,038 6,757 

退職給付に係る資産 10,061 10,483 

その他 28,894 30,544 

貸倒引当金 △217 △216 

投資その他の資産合計 329,731 335,374 

固定資産合計 2,114,477 2,126,022 

資産合計 2,404,926 2,402,343 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年3月31日) 
当第1四半期連結会計期間 

(平成30年6月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 46,891 40,002 

未払費用 21,032 21,651 

短期借入金 142,091 160,361 

コマーシャル・ペーパー － 10,000 

リース債務 1,493 1,516 

未払法人税等 11,811 3,739 

賞与引当金 4,405 2,930 

その他 179,183 146,437 

流動負債合計 406,909 386,638 

固定負債    

長期借入金 625,340 619,292 

社債 92,000 92,000 

リース債務 5,832 5,885 

繰延税金負債 179,375 180,623 

再評価に係る繰延税金負債 5,152 5,152 

退職給付に係る負債 61,654 61,617 

長期前受工事負担金 52,586 59,213 

その他 109,561 112,631 

固定負債合計 1,131,503 1,136,415 

負債合計 1,538,413 1,523,054 

純資産の部    

株主資本    

資本金 99,474 99,474 

資本剰余金 146,053 146,591 

利益剰余金 583,482 600,565 

自己株式 △24,247 △29,507 

株主資本合計 804,764 817,124 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 27,146 27,614 

繰延ヘッジ損益 △494 △414 

土地再評価差額金 5,575 5,525 

為替換算調整勘定 607 △2 

退職給付に係る調整累計額 125 940 

その他の包括利益累計額合計 32,961 33,663 

非支配株主持分 28,786 28,501 

純資産合計 866,512 879,289 

負債純資産合計 2,404,926 2,402,343 
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第1四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第1四半期連結累計期間 
(自 平成29年4月 1日 
 至 平成29年6月30日) 

当第1四半期連結累計期間 
(自 平成30年4月 1日 

 至 平成30年6月30日) 

営業収益 180,214 192,429 

営業費    

運輸業等営業費及び売上原価 139,933 153,912 

販売費及び一般管理費 7,012 6,938 

営業費合計 146,945 160,851 

営業利益 33,268 31,578 

営業外収益    

受取利息 21 20 

受取配当金 721 837 

持分法による投資利益 3,131 1,331 

雑収入 381 373 

営業外収益合計 4,256 2,563 

営業外費用    

支払利息 2,564 2,422 

雑支出 793 516 

営業外費用合計 3,357 2,939 

経常利益 34,167 31,202 

特別利益    

工事負担金等受入額 471 539 

その他 105 111 

特別利益合計 576 650 

特別損失    

固定資産圧縮損 344 597 

固定資産除却損 50 970 

その他 23 253 

特別損失合計 417 1,820 

税金等調整前四半期純利益 34,326 30,032 

法人税、住民税及び事業税 8,711 11,212 

法人税等調整額 2,000 △835 

法人税等合計 10,712 10,377 

四半期純利益 23,613 19,654 

非支配株主に帰属する四半期純利益 382 457 

親会社株主に帰属する四半期純利益 23,231 19,197 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第1四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第1四半期連結累計期間 
(自 平成29年4月 1日 
 至 平成29年6月30日) 

当第1四半期連結累計期間 
(自 平成30年4月 1日 

 至 平成30年6月30日) 

四半期純利益 23,613 19,654 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,685 240 

繰延ヘッジ損益 259 78 

土地再評価差額金 7 － 

為替換算調整勘定 △192 △589 

退職給付に係る調整額 250 730 

持分法適用会社に対する持分相当額 932 317 

その他の包括利益合計 2,942 778 

四半期包括利益 26,556 20,432 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 26,173 20,204 

非支配株主に係る四半期包括利益 382 228 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年2月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。 
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